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は
じ
め
に
後期封建社会は成立の当初から、土地経済と貨幣経済の相互に
矛盾する二つの基礎の上に立っていたが、中央集権体制の進行と
共
に
貨
幣
経
済
は
急
速
に
助
長
さ
れ
、
そ
の
矛
盾
は
や
が
て
封
建
社
会
を
動
揺
せ
し
め
る
に
い
た
っ
た
里
幕
府
や
諸
藩
は
こ
の
動
揺
を
く
い
と
め
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
改
革
を
行
な
い
政
策
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
紀
州
藩
に
お
い
て
も
異
例
で
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
紀
州
藩
は
成
立
の
当
初
か
ら
財
政
面
に
お
い
て
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
いた。初代頼宣は藩政を強固とするため諸国から集めた有能な武
士を優遇し軍備を充実したが、そのため多大の出費が必要であっ
た。二代目光貞（元禄）の頃も、貨幣経済の発展、物質生活の向
上という一般情勢のほかに、寛文の終わり頃から元禄の中期まで
の二五年間に莫大な費用を必要とする多くの事件が発生し、年々
借財が累積していった。これら借財の大部分は農村に転嫁された
が、農村にあっては度重なる年貢の重圧と、貨幣経済の農村浸透
法
政
史
学
第
二
十
八
号
大
庄
屋
制
度
に
み
ら
れ
る
農
村
統
制
紀
州
藩
の
場
合
による農民層の分解と動揺は年々深まっていった。そこで藩はこ
れら財政危機を克服するとともに、農村における反封建的な台頭
をおさえるために郷組機能の活用をもくろんだ。即ち、今まで郡
奉
行
・
代
官
の
補
佐
役
的
存
在
で
あ
っ
た
大
庄
屋
を
前
面
に
出
し
、
大
庄
屋
を軸とする農民支配体制を強化する方針をとったのである。
従来幕府の地方支配方式は、農民支配を貫徹するために大庄屋
（１）
の権限拡大をおそれ、大庄屋制度を排除する方針をとった。（但
し寛政年間に方針変更）しかし、紀州藩においては、むしろ大庄
屋制度を農民統制の一本の大きな柱と考えるにいたったのである
（元禄の頃）。それでは、いかなる理由で紀州藩では大庄屋を農
村支配機構の中に吸収していったのか。次にその経過及び背景を
具体的に述べ、大庄屋制度の下で、農民はどのような支配の枠に
は
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
『
藩
政
初
期
の
農
村
支
配
機
構
と
大
庄
屋
紀州藩の諸制度・諸習慣は、頼宣が入部した元和五年（一六一
中
釜口
弘
八○
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九）頃より整えられていった。最上層部に勘定奉行がおかれ、藩
主の直接指揮のもとに財政面を担当した。勘定奉行の指揮監督の
もとに、農民に直接あたり農村行政をあずかる役人に、郡奉行と
代官があった。手代と書役を補佐役にして大庄屋や地士に命じ、
徴税・勧業・普請・追補・聴訟などすべての行政を担当した。郡
奉行は郡の政務を執行するために「胡乱者改役」「山回り役」「御
普請方」をおいたが「胡乱者改役」は郡内の警察の元締的存在と
して、犯人逮捕、刑の執行など治安業務一切をとりまとめた。紀
州藩は藩の財産として封初から山林の整備に意を用い「山回り役」
をおいて、山火事、山焼き、留山の保護管理を行なわせた。「御
普請方」は大庄屋からの願書を受けて、河川や池溝の構築や施行
監督を行なった。
紀州藩の政治形態の特色の一つに「地士制度」がある。これ
は、中世からの在地の土豪層をたく承に藩の支配下に入れるため
に行なった制度で、正保二年（一六四四）に地士の「免放ち」が
行なわれるまで物心両面で生活を保障した。藩はこれら土豪を武
士とはせずに上層農民として藩主の支配下におき、農村を監督さ
せる目的を果たした。大庄屋の大部分はこういった中世土豪の系
譜をもった「地士」の中から選ばれていったのである。
大庄屋の職制の定まったのは寛永の頃からで、それ以前は「公（２）
文」などと呼ばれ、領内に統一した名称はなかった。『万代記』
によると、田辺の田所弥三左衛門は「公文」であったのが寛永一
九年に田辺組大庄屋になった記録がある。
ところで、藩政初期の郡奉行・代官と大庄屋の関係はどのよう
大
庄
屋
制
度
に
承
ら
れ
る
農
村
統
制
（
中
）
であったのであろうか。郡政の最高責任者はあくまでも郡奉行や
代官であった。藩祖頼宣の治世・正保二年九月（一六四五）に発
（３）
した「正保二年の定書」及び二代目光貞の治世延宝五年十月（一
（４）
六七七）に出した「延宝五年の定書」に、郡奉行、代官を第一線
とする農民支配体制が現われている。「田畑売買之儀〈双方汐御
（５）
代官郡奉行へ相断其上指図次第可仕・…．．」「他国か参者付届有之
行、代官の職権は、（６）
時〈早く御代官郡奉行へ相達可受指図事」また、紀州藩の俸禄制
（７）
に関する覚書「根元覚書」に「諸士知行所百姓は地頭付に候得共
諸色之仕置は郡奉行申付侯」とあり、知行地農民の行政裁判権は
すべて郡奉行に委任されていたことがわかる。藩政初期の郡奉
①、百姓の所持する田畑家屋の売買、質入れの如き私法行為に関
する届出を受理し、それらに関して指図すること。
②、身分の変更（出家）の届出を受理すること。
③、百姓の居住及び移転に関する届出を受理し、それらに関して
指図すること。
④、収得遺失物に関して指図すること。
⑤、第一裁判権。
となり、農民の生活と密着した基本的事項に関する諸種の届出を
受理し、それらについて指図することが郡奉行、代官の職権とさ
れていた。
これに比べ藩政初期の大庄屋の存在は如何であったか。まず待
遇については「衣類大庄屋は妻子共が絹紬木綿布其外惣百姓は布
（８）
（９）
木綿之外不可着」「大庄屋之外百姓刀指候儀為停止：。・・・。」とあっ
八
一
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江戸時代の農民は村・組・五人組という細かい網につつまれて
生活していた。さらに本家分家関係、冠婚葬祭の地組、講などの
集団、共同労働組織としての各種の集団もあり、さらにそれらの
基礎には家があり、個人としての自由を主張するには困難な条件
が重なっていた。このような網のもう一つ外側にある大きな網が
大庄屋制度である。大庄屋制のさらに上にあるのが領主制全体で
て庄屋、年寄、惣百姓よりも高い待遇とされている。しかし農村
行政上の職務権限については当時の藩法にその定めがない。次に
農村行政や司法の面では「右件之田地雛為我等所持年々御未進一一
相詰大庄屋殿を以郡奉行様へ御断申上直銀七百六拾月に限永代売
（、）
渡申所実正也」とあり、申請の取次を大庄屋がおこなっている。
法令の伝達も郡奉行からの通達を受け、それを村方役人に徹底さ
（ｕ）
せていた。訴訟面では大庄屋が仲介となって、和解を成立させた
り、強盗殺人事件の犯人捜査を行なった記録が『万代記』に出て
いる。このように、藩政初期の農村統制は郡奉行代官が中心であり、
大庄屋は組の首長であったが、さしたる権限を有しないで、ただ
郡奉行、代官の補助機関として指図をうけながら、法令の伝達、
年貢の徴収、犯人捜査の協力、農民からの願書取次などを行なっ
ていた。そして藩政後期に承られるようないくらかの決定権を持
たされた独立機関ではなく、被支配者側の最上層部に位置してい
るものであった。
二
、
紀
州
藩
の
大
庄
屋
制
度
法
政
史
学
第
二
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あるが、藩政後期の大庄屋はもはや村役人ではなく、名主庄屋の
はるか上位にあり、十数か村を統治していた。苗字帯刀を許され
ているのが普通であり、住民の代表というより藩の行政官的性格
をもっていたといってよい。大庄屋のおかれたところは幕府の直
轄領では割合少なかったようである。幕府は正徳三年（一七一三）
にこの制度を廃止したが、享保一九年（一七三四）以来復活し、
旧来から伝統の強い所だけ仕方なく認めていた。長州藩の大庄
屋、金沢藩の十村肝煎、熊本藩、小倉藩の手永、会津藩の郷頭な
どは有名である。山形藩でも松平直基が大庄屋一八人を置いて地
さ
い
ば
ん
方支配に当たらせた。長州藩では江戸初期から全領域を宰判とい
う地域単位に分けた。一つの宰判ごとに代官があり一人の大庄屋
か
ん
ぱ
がいた。大庄屋は代官の事務所である勘場につめて、武士である
代官所の役人と共に管内支配の任に当ったといってよい。
紀州藩の大庄屋制度は、初期には奉行、代官の指図をあおぎな
が
ら
職
務
を
遂
行
し
た
。
こ
れ
が
藩
の
方
針
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
元
禄
の
頃より藩の農村統制に変化があらわれる。それは大庄屋の職権を
拡大し、大庄屋をして農村を統制掌握していこうとする方針であ
｝０．この大庄屋権限拡大の様子を、元禄一二年一○月の「石垣組郷
（⑫）
組御定書」によってふることができる。
円、農民の居住移転と大庄屋
「正保」「延宝」二つの定書では、農民が出稼ぎや帰農等で居
住をかえるとき、或は逃走者、浪人の届出を受理し指図すること
は郡奉行、代官の任務とされていた。しかし元禄期よりこれらの
八
一
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任務は大庄屋に移されている。「諸職人他国他郡江稼二参度と申
（旧）
候〈〈大庄屋に相断差図次第受入を立一年帰二可仕候」「男女共
他郡へ奉公日用縁付一一至迄一人も越申間敷侯、若他国江越候ハハ
其親類の儀は不及申上其郷の庄屋肝煎曲鱒呵被仰付侯。若参侯（
て不叶儀二候〈〈大庄屋江申達差図可請候」とあり、居住移転に
関する届出の受理や指揮する権限が、全部大庄屋の職務となって
いる。当時の農民は普通の場合はまず村を離れることがなかった。し
かし、職人の出稼ぎ、婚姻（同村や同組内で行なうのが原則）、
譜を結んでの信仰の旅等、大庄屋の許可を得て他国との交流が行
なわれたのである。
私儀中原村長右衛門と申す者にて百姓仕居侯、此度家内六人
共石垣村粟生村へ引越百姓仕り度候
一
、
年
六
十
一
才
長
右
衛
門
一
、
年
五
十
六
才
女
一
房
一
、
年
三
十
一
才
忰
善
兵
衛
一
、
年
二
十
六
才
娘
た
れ
「
年
十
五
才
娘
ち
よ
一、十三才
娘
き
く
右六人の者ども真言宗にて中原村善福寺旦那にて切支丹かぶれ
の者に無御座侯、願の通り被仰付可被申候
天明三年卯正月
中
原
村
願
人
長
右
衛
門
同
五
人
組
頭
新
七
右奉願の通り相違無御座候、願之通被仰付候様仕度差上申侯
大
庄
屋
制
度
に
み
ら
れ
る
農
村
統
制
（
中
）
山保田組中原村長右衛門と申す者、家内六人当村へ引越し百姓
稜仕度願出候に付村方調申出候様にも被仰下奉承知候、右は村
方故障の儀屯無御座侯間引越侯様被仰付侯様仕度奉存侯、猶又
右の者是迄真言宗中原村善福寺旦那にて切支丹かぶれの者にて
も無御座候段奉承知候、自分当村引越侯へは、当村吉祥寺旦那
に相成侯様、寺送り村送り状も持参候、是又被仰付被下候様仕
度
存
候
依
之
如
此
に
御
座
侯
卯
二
月
粟
生
村
庄
屋
儀
八
郎
同
村
肝
煎
兵
十
郎
御組中原村長右衛門と申す者、家内六人当組粟生村へ引越百姓
稼仕度願出候由にて、右願書差越村方相調否可申達旨先達て被
仰越承知いたし候、則相調候処何等差支の儀、無御座趣にて別
紙書付出申侯に付、掛御用申侯は雪書付の通り御申付成候様仕
度、依之報申達候
二月二七日
神
保
専
三
郎
前
嶋
藤
右
衛
門
殿
．
（応）
右によって、居住移転の場合はたとえ郡内であっても、組外に
出るときは面倒な手続きを必要とし、従来の奉行にとってかわ
り、大庄屋の許可と指図によって移転したことがわかるのである。
前
嶋
藤
右
衛
門
殿
以上
中
原
村
庄
屋
儀
助
同
村
肝
煎
友
八
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口、田畑売買と大庄屋
田畑を売買する場合従来は郡奉行、代官の許可が必要であった
が、元禄期には大庄屋の指導で売買を許可した。
江戸幕府は寛永二○年以来田畑売買を禁止していた。しかし藩
によっては経済的な事情によって許可したところもある。紀州藩
もその
一
つ
で
あ
る
。
禁
止
し
な
か
っ
た
最
も
大
き
な
理
由
は
、
年
貢の不
納や未進を防ぐための方策であったと考えられる。田畑売買の際
の証文の多くに「右之田地錐為先祖相伝御年貢未進方に詰り直銀
弐百四拾月に永代売渡申所実正明鏡也、然上者万一御検地御知行
替御代官替御給人替又は如何様之儀出来仕候共於此田は少も違乱
（岨）
妨
申
間
敷
者
也
、
為
後
日
証
文
状
、
佃
而
如
件
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る。また享保一二年の法令や藩の政令、村方の願書で田地売買に
ふれる場合、ほとんど年貢の弁済の記入が付加されている。これ
らのことから、田畑売買の主たる理由が年貢弁済のためであった
ことが推測される。また、田畑は細分化されていく程年貢がとり
たてにくい。売買によって富有の地主にかたよったとしても、か
えって貢租徴収には都合よかったものと考えられる。
「正保」「延宝」の定では、奉行・代官に断わり指図を受ける
ことを明記している。それが次第に大庄屋の職務内容が明確化さ
れ、田地売買の際の承認や指図を大庄屋が行なうようになった。
田畑売買の際、田地売券に売主証人の他、口入と組頭と庄屋が暑
（Ⅳ）
名捺印をするようになる。このことは、藩政の方針として農民統
制に組の組織を利用しようとしたものであり、農民の行なう法律
的行為に対し、村役人に連帯責任を負わせるあらわれとふること
法
政
史
学
第
二
十
八
号
ができる。郡奉行・代官にとってかわり、大庄屋を前面におし出
した農村の支配体制は、元禄一二年の「郷組定書」に「田畑売買
之儀双方が大庄屋江相断其上差図次第二可仕侯。質物二書入侯田
畑之儀右同前一一可仕事」と明確に条文化されている。さらに享
保一二年にはいっそう詳細な法規が藩より出されている。「百姓
共田畑売買之儀前々が当分代物調能二付所持之内能田畑を抜売仕
悪田畑斗残後何共致方無之様二相聞侯間自分大庄屋ｊ指図致能田
畑ニハ悪田畑を相添売せ残之悪田畑一一も能田畑を添置何時一一も売
買□□致す可申侯左様――而〈代物減可及難儀類二侯ても其時〈庄
屋働を以いか様共□相調可申事並に田地売買之節〈庄屋之判を取
（旧）
大庄屋裏判二而堅可相極候名寄帳二も早速記可申事」と売手が良
山ばかりを売って悪田が残ることのないよう、また価格の低下が
おこらぬよう大庄屋が間に入って指導し話しをとりまとめるよう
定めている。こうして売買によって生じる農村内の混乱を防ぎ問
題を調整する責任を大庄屋に持たせたのである。
日
、
そ
の
他
山焼きを許可する場合も大庄屋の権限となっていた。「野山む
きと焼申間敷候焼候〈て不叶所は其村☆庄屋肝煎相談の上大庄屋
（山）
へ相断焼可申侯」と大庄屋にその権限を移行した。紀州藩は封初
より山林整備に力をそそいでいたが、その役目を組内の地理にく
わしい大庄屋に管理をまかせたといってよい。
寺社も大庄屋の支配下におかれたが、寺は宗門改めと戸籍を管
理する権限があり、移住するにしても旦那寺の承認がなければ動
き
が
と
れ
な
か
っ
た
。
旅
行
の
際
に
も
寺
社
の
手
形
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
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紀州藩の農村支配体制は、藩政初期にあっては、郡奉行、代官
を第一線とする中央集権的な政策を強力に押し出した。しかし、
元禄期をざかいに藩は郷組の支配方針を変革するにいたった。そ
れはすでに明らかにしたように、従来郡奉行、代官の職務の一部
を大庄屋に移して職権を拡大し、それによって郷組の機能の活用
を》」ころふたのであった。大庄屋に農村行政上の指揮権を与える
ことによって、被支配者の上部から支配者の末端に組承入れ、組
内をしっかりと掌握しようとした。では、紀州藩は藩政後期にい
たって、なぜこのような政策をとるにいたったのであろうか。
第一の理由は藩財政の窮乏であろう。藩の財政状態は元禄期よ
り苦しくなり、その対策として臨時的応急措置を講じたりする
が、最終的には財政難の打開策を郷組に求めざるを得なかった。
そのためには大庄屋を確実につかんでおく必要があった。
紀州藩の財政悪化は藩成立の当初からすでにその萠芽が承られ
る。初代頼宣は軍備を充実するために天下から武勇の士を集め、
それに多くの禄を与えたためかなりの出費があった。入国後二一
年たった頃は正税の全部をこれに支出した。その他にも土木工
事、産業方面の費用や参勤交代等の出費が多かった。そのため家
康が頼宣のために残した遺金三○万両も支出し、さらに寛文八年
（一六六八）には幕府から一○万両を借りている。一一代目光貞も
かし、この寺社も由緒ある有名な寺院をのぞけば、すべて大庄屋
の支配下とされたのである。
大庄屋制度に染られる農村統制（中）
三
、
大
庄
屋
制
度
伸
張
の
背
景
元禄時代となってますます財政は窮乏した。支出の増大を促す
一般情勢のほかに、光貞の弟頼純を伊予の西条に分封（寛文一○
年）、綱吉の娘と光貞の子綱教（三代目）の婚礼があり、これらに
（加）
関連して将軍が江戸の紀州藩邸に臨むこと二回、さらに元禄八年
には江戸の大火で中屋敷が類焼、三月には青山の屋敷を拝領、翌
一○年には御成御殿を普請、宝永二年（吉宗）には、綱教（三
代）、光貞（一一代）、頼職（四代）と三回もの葬儀を出した。その
上宝永四年Ｃ七○七）には紀州南岸に大津波が襲来し、同年に
は幕府の命令で銀札の使用が禁止され、五○日以内に正銀と交換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
宝
永
六
年
二
七
○
九
）
に
は
将
軍の代替りにあたり、これまでの幕府からの拝借金の三分の一の
返納を命ぜられるなど、寛文の終わり頃から莫大な費用を必要と
（Ⅲ）
する多くの事件が発生し、一兀禄期にいたって財政は急を告げるに
いたった。
これらに対し藩は臨時的応急の措置として藩は家士四○人及び
与力などを解放し、安藤、水野両家より毎年五○○○俵ずつ献納
させ、上中の家臣からは「御借上」と称して、それぞれの知行高
に相当する米と年限を決めてとりたてた。さらに今高制も実行し
たが、この結果家臣の禄高は増加したにもかかわらず実際の取米
は減少し不満が内在した。そこで元禄一四年町人に対して間口税
（犯）
を賦課し、同一五年には銀札の発行を行なったが、そのある部分
（羽）
は農家へ転嫁された。それは蜜柑税の徴収や農村からの借財であ
った。藩はこれらの諸策を講じたにもかかわらず財政難克服は不
如意であった、といってよい。
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そこで恒久策として、まず元禄一○年には検地を実施し、定百
姓
の
貢
租
の
皆
済
責
任
を
郷
組
に
及
ぼ
し
た
。
年
貢
皆
済
の
最
高
責
任
者
を
大庄屋とし、未納の百姓については五人組の連帯責任として取り
立
て
た
。
コ
ケ
年
定
百
姓
御
座
侯
向
御
年
貢
不
相
立
走
候
〈
〈
残
百
姓
と
して御蔵御給所方共御定の通急度皆済可仕候。若御年貢遅を仕候
ハハ郷組として皆済可仕候。走百姓の儀郷組として〈残百姓とし
て御蔵御給所方共御定の通急度皆済可仕候。若御年貢遅々仕候ハ
ハ郷組として皆済可仕候。定百姓の儀郷組として尋出し可申候。
（型）
御年貢皆済無之以前、借銀借米取遣申間舗事。」と、年一見の納期
が
お
く
れ
れ
ば
組
の
責
任
で
皆
済
さ
せ
た
と
い
え
る
。
親
類
筋
で
そ
の
債
務
の肩替りをすることを。家迷い」と称したが、他に五人組は、
「五人組迷い」、村全体は「村迷い」と称して負担する場合があっ
た。また「一家迷い」の約定が履行されないので大庄屋に願い出
（妬）
た記録がある。
当
村
半
右
衛
門
儀
、
段
々
御
年
貢
不
納
多
出
来
仕
候
得
共
、
上
納
方
便も無御座侯付、無是非去卯三月田畑家財沽却致し売代金を以
右不納の内江相納候得共右の銀米高全く不立二付諸納所相済不
申候二付、去ル卯十月中村甚六殿御入込二被成下候筋、右の段
御断申上候処御吟味の上右不足銀米半右衛門一類共へ右の通り
の割賦にて下納筋相済候様被仰付侯処右一類共承知印形相済い
たし候・然共此節に至り一向相納め不申候故、此節御蔵方御通
付にも指支申一一付迷惑に奉存侯。其外御指支可申筋も有之侯一一
付私共至極行当り難儀仕候。何卒御慈非ヲ以、右の者共御召被
遊、此節急度割符の通り相納候様被仰付可被下候。左侯つく此
法
政
史
学
第
二
十
八
号
節右当村御通付ケニ指支可申段千万迷惑二奉存候間、偏二右の
段奉願上候此段可被下侯
以上
辰
七
月
小
川
村
庄
屋
仁
兵
衛
同
村
庄
屋
幸
右
衛
門
同
村
肝
煎
長
右
衛
門
神
保
専
三
郎
殿
神保は当時の石垣組の大庄屋であり、年貢皆済のために割当て
たものがうまく行かない場合も、大庄屋がその中にはいって指図
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
藩は元禄期後半より、耕地を増加し旱魅の被害から耕地を守り
生産を増加するために用水工事を積極的に行ないはじめた。これ
も
貢
租
を
確
保
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
り
、
郷
組
機
能
の
活
用
を
必
要
と
するものであり、大庄屋の果たす役割は大きかった。紀州藩には
用水工事などの普請のため「御役米」の制度が存在した。「役高百
石
二
付
壱
石
三
斗
ず
つ
納
、
但
、
新
田
か
〈
不
納
、
在
々
池
川
御
普
請
先
年
〈百姓ヲ遣り申侯処、六十三年以前、承応二巳年が百石二付米壱
石三斗ずつ在を汐納させ人足ヲ召抱普請一一遣り申侯、人夫多候節
〈百姓共二賃米相応二道シ遣り申侯、尤米は村方二取立置御普請
（妬）
入用ニ遣り申侯」とあり、災害復旧、用水工事等普請の費用を百
姓に負担させるために定められた制度で承応二年からはじまっ
た
。
工
事
費
や
人
足
の
給
付
等
の
経
理
は
大
庄
屋
が
す
べ
て
責
任
を
持
っ
て
行
な
い
、
作
業
の
実
際
も
見
回
る
こ
と
が
あ
り
、
能
と
勤
怠
を
見
き
わ
め
て
歩付を行なった。普請の盛行は郷役米制度の活用を大きくし、こ
れ
と
と
も
に
大
庄
屋
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
増
大
し
た
の
で
あ
る
。
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紀
州
藩
は
飢
鯉
や
海
岸
防
備
を
受
け
持
つ
浦
組
の
兵
糧
米
と
し
て
宝
暦
三
年（一七五三）秋より「囲米制度」を実施し、組々への割当てや
管
理
に
つ
い
て
大
庄
屋
に
責
任
を
持
た
せ
た
が
、
そ
の
他
藩
は
財
政
難
を
克
服するために専売事業も行なった。農民に低利資金や米・塩・味
噌などの生活資材を与えて、余剰労力を生産にふりむけ、生産物
の処理を藩が行なって利益を得ようとした。これとても大庄屋の
力量に期待するところが大きく、各組の大庄屋を動かし、農民の
労
力
を
た
く
糸
に
利
用
す
る
営
利
目
的
の
企
業
へ
と
発
展
し
た
。
ま
た
専
売
事業によって藩庫を補った金額は、明和六’七年頃までに一三七
○○余両にもなった。
以上のような恒久的諸策遂行のためには郷組機能の活用が必要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
大
庄
屋
の
活
躍
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
ってよい。
第二の理由は、郡奉行、代官による農村支配体制に手なおしの
必要を認めたからであろう。郡奉行、代官の農村在任期間は三’
四年であり、数年にして他の土地や地位に転ずる立場にあった。
彼
等
の
志
向
は
自
己
の
立
身
出
世
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た、在地制も弱く任地の土地事情にも暗く郷組の指導面で具体性
を欠いた。それにくらべ大庄屋は在来の土豪であり、先祖来をそ
の土地に住承、その土地の事情にも精通しているため、農村支配
の第一線の民政官として農民を指揮監督する点では格段の相違が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
特
に
藩
政
後
期
に
い
た
っ
て
激
化
す
る
農
民
闘
争
の地域的拡大にともない、これを抑圧することと、農民の動向を
常に監視するためには、蔵米制により在地性を失った郡奉行・代
大
庄
屋
制
度
に
染
ら
れ
る
農
村
統
制
（
中
）
官より大庄屋の方が適任とふられた結果であろう。大庄屋の多く
は
中
世
以
来
の
土
着
の
土
豪
で
あ
り
、
初
代
頼
宣
も
こ
れ
ら
土
豪
層
に
特
別
の注意をはらい、支配下に入れるために「地土制度」を採用した
程士豪の力は強大であった。身分は百姓であっても、由緒の点で
は他の百姓を支配するに充分な名声と力量を持っていた。一方農
民側としては、大庄屋は同じ百姓ではあっても、藩の出先機関と
してとらえていた。紀州藩にも文政六年の一検をはじめ数多くの
反封建のたたかいが繰返されているが、その際まつ先に襲撃の対
象となったのは大庄屋の屋敷であったといえる。
正保や延宝の定書にふられなかった大庄屋の権限が、元禄期に
いたって「大庄屋へ相断指図次第に可仕候」とするにいたった
が
、
こ
の
指
図
と
は
、
単
に
許
可
す
る
か
否
か
の
決
定
の
段
で
は
な
く
「
百
姓共田畑売買之儀……、大庄屋〃指図致能田畑一一〈悪田を相添売
せ……、可及難儀類二候ても其時は圧屋働を以いか様共□相調可
（〃）
申
事
」
の
よ
う
に
、
僅
民
の
生
活
の
中
に
入
り
具
体
的
に
指
示
す
る
こ
と
を
含めたものと思われる。
この点他の藩の大庄屋制はどのようであったであろうか。岡山
藩では紀州の方針とは逆に、大庄屋の私曲・横暴・情実関係によ
る勢力拡大を警戒して、自己の出身村の含まれない行政区域外へ
赴任させている。まず池田家入封当初は大庄屋制を廃止した。
「只今の大庄屋大かたは悪習にて小百姓の手前其外万事横道なる
事」とし「大庄屋なしに仕五か村、七か村――ても組合昨て用之
義」もあるのでそこの大庄屋へ直接申過はすならば万事よく調う
であろうし、訴訟なども右の村組中としてあつかい、その度を過
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ぎた事件について郡奉行に上申するようにしたいと考え、郡奉行
の意向を徴したことが明らかである。また、当時岡山藩が出した
法令集には、同年二月朔「村組頭之名只今より十村肝煎と可申
咋」ことが決定したと記されていて、この二つの記事は、初期大
庄屋制度の廃止、十村肝煎の採用を物語っている。この制度は三
○年後の天和二年（一六八二）には肝煎、下肝煎制によっておき
かえられるが、従来の十村肝煎を肝煎として一○’一二か村組合
構へとし、その上に一郡一一’三人ずつ肝煎をおき、村と藩との間
は二階層の役人が重畳することになった。給米として肝煎は三○
俵、下肝煎は一二俵、下肝煎一人につき一人ずつおかれた作奉行
は九俵あたえられた。その後、宝永四年Ｃ七○七）には財政的
な必要から大庄屋制度が設置され、大庄屋の結米として二○俵を
与えることとし、これによって備前藩和気郡だけで結米が一一三七
（犯）
俵から一二○俵に減少した。つまり、岡山藩は初期においては大
庄屋の私曲・横暴を警戒し、勢力が拡大することをおそれて十村
肝煎制をとり、ついで肝煎、下肝煎制をとったが、宝永の頃には
藩の財政難により、肝煎制を廃止して、財政的に安上がりの大庄
屋制にふ糸切ったと言える。そしてこの大庄屋制は宝暦の頃にな
るとさらに減員を行ない、自己の出身村を含まない行政区域へ赴
任させている。この点が、財政難打開のために大庄屋制を重視し
た紀州藩と異なるところである。
以上の如く紀州藩では財政窮乏に対処し、民統制をより引き締
めるために他藩よりは強力に郡奉行、代官の職権のあるものを大
庄屋に移し、大庄屋に農村行政上の指揮権を与え、藩権力機構の
法
政
史
学
第
二
十
八
号
お
わ
り
に
元禄期における紀州藩の農村政策は、領主財政の基礎としての
農村再興の必要を意識することによって打ち出された政策であ
り、その財政的基礎を確実にするためのものであった。そのため
には地方支配機構の役割に期待をかけねばならなかった。近世初
期の紀州藩は実力ある群小土豪が散在していた。彼等は兵農未分
離のまま、近世大名あるいはその家臣団になりうる傾向を持って
いたといってよい。藩にとっては、この勢力をどう支配するかが
大きな問題であった。そこで「地士制度」をとるなどして優遇し
たが、身分はあくまでも百姓であり、郡奉行、代官の支配下にお
く中央集権政策をとった。しかし元禄期にいたって藩財政は悪化
し、その対策を郷組に求めた。この方針を成功させるためには、
農村支配機構の内部に農村事情に明るい者が必要となろう。かく
て大庄屋の地位は一方では農民側の存在として意識させておきな
がら、他方では農村支配機構の中に繰りこみつつ農村を統制する
役割りを果たせたのである。
なお、今後の研究課題として、幕府の政治形態とよく似ている
紀州藩と他藩の大庄屋制の比較を行ない、それに対し民衆側がど
のように受けとめたか、具体的な究明を行いたいと思う。
註（１）『御触書寛保集成』一三一四号。六九二頁。
（２）田辺組大庄屋「田所」氏の記録
末端に組ゑ入れたということができる。
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（埴）「石垣組大庄屋御用留帳」（和歌山県有田郡金屋町高垣八
三氏所蔵）
（咽）高野山史編纂所編『高野山文書』第九巻「若一王子神社
大庄屋制度に承られる農村統制（中）
〆■、／■、／■、
１５１４１３
、.ノﾐｰﾉ、_ノ
（、）
（ｕ） '－，／■、／■、／へ／■、／■、1０９８７６５
、=ノ、=ノＬノミーノＬノ、.ノ
（４） ’■、３
ミーノ
可 高垣八三氏所蔵文書（和歌山県有田郡金屋町）別紙付属
資
料
大庄屋が農村支配の諸事項について百姓に申し聞かせ遵
守させる旨を記して藩に差し出す一札で、頭書「毎年被
仰付侯……」前書「一、……事」遵守文言「右ヶ条之通
……」の一一一部から構成されている。
「石垣組郷組定書」資料の項参照以下同
平山行三『紀州藩農村法の研究』史料編「正保二年の定
書
」
四
頁
紀州藩が農村に当てて発した最も古い総合的法典で農村
支配の基本的法規。全部で四部からなる。
著者及び書名右同「延宝五年の定書」一三頁
正法の定書を整理したもので、三五か条の定と七か条の
覚
か
ら
な
っ
て
い
る
。
「正保二年の定書」第七条、資料の項参照以下同
「延宝五年の定書」第一一条、資料の項参照以下何
「南紀徳川史」第九冊禄制四所収
「延宝五年の定書」二六条
同
二
九
条
高野山史編纂所編『高野山文書』第九巻、御池坊文書第
八
所
収
明暦二年『万代記』第四巻、郡奉行より大庄屋に宛てた
法
令
の
通
達
付
記成稿に当り御指導を頂いた村上直先生に謝意を炎します。
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文
書
」
第
二
同「御池坊文霞」第八・粉河寺御領永代売渡の証文
平山行三『紀州藩における田畑の売買』享保一二年一一
月
に
出
た
藩
法
の
一
部
「石垣組郷組定書」
安藤精一「紀州藩」『物語藩史』５五一頁
『和歌山県史』上巻八一四頁、『南紀徳川史』第七巻
『和歌山県史』上巻八一四瓦
『日高郡誌』六九二頁
『石垣組郷組定書』
『石垣組大庄屋御用留帳』
和歌山大学所蔵「紀州勢州和州御領分御定規控」（写本）
註（咀）
金井圓『大庄屋の行政区域について』七○｜頁
八
九
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